
が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

11
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
月
で
す

　
11
月
11
日（
木
）に
、9
月
、10
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
の

で
、通
帳
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�「
児
童
扶
養
手
当
」と
は
、ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
を
対
象
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
子
育
て
支
援
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
２
７
４
―
８
５
５
７

パ
パ
マ
マ
学
級

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ヨ
ー
ガ
と
母
乳
教
室

※
広
報
折
込
の「
保
健
事
業
の
お
知
ら
せ
」も
あ

わ
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
８
日（
月
）午
後
１
時
15
分
～
受
付

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

内�

容　
助
産
師
に
よ
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ヨ
ー
ガ
、

母
乳
の
話
な
ど

➡
申
込
み
・
問
合
せ　
健
康
増
進
課

☎
２
７
４
―
８
５
４
２

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種

　
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
今
年
度

の
み
で
す
。忘
れ
ず
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

①�

令
和
4
年
３
月
31
日
に
満
65
歳
、70
歳
、75
歳
、

80
歳
、85
歳
、90
歳
、95
歳
、１
０
０
歳
の
人

②�

接
種
日
に
60
歳
か
ら
64
歳
で
心
臓
、腎
臓
も

し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
、ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が

い
を
有
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
に

定
め
ら
れ
る
人（
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
）

※�

対
象
①
の
人
に
は
、予
診
票
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。対
象
②
の
人
で
希
望
者
は
、健
康
増
進

課
、玉
穂
・
豊
富
支
所
へ
障
害
者
手
帳
ま
た

は
医
師
の
意
見
書
を
持
参
し
、予
診
票
を
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※�

過
去
に
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
人
は
対
象
外
で
す
。

助
成
金
額　
５
，０
０
０
円

接
種
期
限　
令
和
4
年
３
月
31
日（
木
）ま
で

※�

生
活
保
護
受
給
者
、特
定
中
国
残
留
邦
人
等
支

援
給
付
受
給
者
は
無
料
で
接
種
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
健
康
増
進
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
２
７
４
―
８
５
４
２

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
子
ど
も
を
感
染
症
か
ら
守
る
た
め
に
予
防
接

種
は
非
常
に
大
切
で
す
。予
防
接
種
は
、感
染
症

に
か
か
り
や
す
い
年
齢
を
考
慮
し
て
、感
染
症
ご

と
に
接
種
年
齢
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に
乳

幼
児
の
予
防
接
種
を
延
期
し
て
し
ま
う
と
、免
疫

が
つ
く
の
が
遅
れ
、重
い
感
染
症
に
か
か
る
危
険

性
が
高
ま
り
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
発
生
が
続
い
て
い
ま
す
が
、決
め
ら
れ
た
接

種
期
間
内
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
麻
し
ん（
は
し
か
）・
風
し
ん
混
合
Ⅱ
期

対�

象　

保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
の
年
長
児（
平

成
27
年
４
月
２
日
～
平
成
28
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）

接
種
期
限　
令
和
４
年
３
月
31
日（
木
）ま
で

▼
２
種
混
合

対�

象　

小
学
校
６
年
生（
平
成
21
年
４
月
２
日

～
平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）の
内
、接
種

歴
の
な
い
人

接
種
期
限　
令
和
４
年
３
月
31
日（
木
）ま
で

※�

対
象
者
に
は
予
診
票
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。予

診
票
と
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
、医
療
機
関

に
予
約
の
う
え
、接
種
し
て
く
だ
さ
い
。接
種

期
限
を
過
ぎ
て
接
種
し
た
場
合
は
、全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
２
７
４
―
８
５
４
２

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

障
が
い
の
あ
る
人
同
士
の
交
流
の
場

「
れ
ん
げ
会
」を
開
催
し
ま
す

日
時　
11
月
14
日（
日
）　
午
後
１
時
30
分
～

場
所　
田
富
総
合
会
館

対�

象
・
定
員　
市
内
ま
た
は
昭
和
町
在
住
の
障

が
い
に
か
か
る
手
帳
や
診
断
の
あ
る
人
、難

病
認
定
さ
れ
て
い
る
人　
10
人（
先
着
）

➡�

申
込
み
・
問
合
せ　
障
が
い
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー「
穂
の
か
」　
☎
２
７
４
―
１
１
０
０

２
７
４
―
１
１
０
３

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

ま
ご
こ
ろ
学
園「
秋
の
交
通
安
全
教
室
」

　
安
全
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
の
体
験
な
ど
を
通
し
て

高
齢
者
が
安
全
に
車
を
運
転
で
き
る
よ
う
に
南

甲
府
警
察
署
の
署
員
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
24
日(

水)

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所　
玉
穂
支
所
北
側
駐
車
場

※�

雨
天
時
は
玉
穂
生
涯
学
習
館
内
で
交
通
安
全

の
講
義
を
行
い
ま
す
。

対
象
・
定
員　
ま
ご
こ
ろ
学
園
生
徒

　
　
　
　
　
　
30
人（
先
着
）

持
ち
物　
運
転
免
許
証（
持
っ
て
い
る
人
）

申
込
期
限　
11
月
19
日（
金
）ま
で

※�

会
場
ま
で
の
移
動
は
、送
迎
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

ま
ご
こ
ろ
学
園
は
65
歳
以
上
の
市
民
で
あ
れ

ば
、ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。入
会
の
申

し
込
み
は
、随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

➡
申
込
み
・
問
合
せ　
生
涯
教
育
課

☎
２
７
４
―
８
５
２
２

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ
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い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

※�新型コロナウイルス感染症の影響で掲載内容に変更が生じる場合があります。変更があった場合は
市ホームページやSNSなどでお知らせします。詳細は各課へお問い合わせください。

※イベントなどに参加する場合は、マスクの着用などの感染症対策を行い、参加してください。



　

治
り
に
く
い
ち
く
の
う
症

治
り
に
く
い
ち
く
の
う
症  

～～
好好こ

う
さ
ん
き
ゅ
う
せ
い
ふ
く
び
く
う
え
ん

こ
う
さ
ん
き
ゅ
う
せ
い
ふ
く
び
く
う
え
ん

酸
球
性
副
鼻
腔
炎

酸
球
性
副
鼻
腔
炎
～～

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
　
助
教
　
代
永
孝
明

　
ち
く
の
う
症（
蓄
膿
症
）と
い
う
病
気
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

正
し
い
病
名
は「
副
鼻
腔
炎
」と
い
い
ま
す
。

目
の
下
や
目
の
内
側
、額
の
裏
側
な
ど
に
は

空
間
が
あ
り
、そ
の
場
所
を「
副
鼻
腔
」と
い

い
ま
す
。そ
こ
に
細
菌
や
カ
ビ
菌
、ウ
イ
ル

ス
な
ど
が
炎
症
を
起
こ
し
て
蓄
膿
、つ
ま
り

膿
が
溜
ま
る
こ
と
で
、痛
み
を
生
じ
た
り
、

黄
色
い
鼻
水
が
出
た
り（
膿
性
鼻
汁
）、膿
が

の
ど
に
ま
わ
っ
た
り（
後
鼻
漏
）す
る
な
ど

の
症
状
を
起
こ
し
て
い
る
状
態
が
副
鼻
腔

炎
で
す
。抗
生
物
質
の
薬
を
飲
ん
で
も
ら
う

こ
と
で
、大
半
の
副
鼻
腔
炎
は
治
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
近
年
で
は
、薬
で
は
な
か
な
か
よ

く
な
ら
な
い
副
鼻
腔
炎
が
増
加
し
て
い
ま

す
。そ
れ
が
題
名
に
あ
る「
好
酸
球
性
副
鼻

腔
炎
」で
す
。好
酸
球
と
は
血
液
中
に
含
ま

れ
る
白
血
球
の
仲
間
で
す
が
、そ
の
好
酸
球

が
鼻
の
粘
膜
に
た
く
さ
ん
で
て
き
て
、強
い

炎
症
を
起
こ
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。主
な
症
状
と
し
て
は
嗅
覚
障
害
、

つ
ま
り
匂
い
が
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。匂

い
を
感
じ
る
神
経
や
そ
の
周
り
の
粘
膜
に

炎
症
を
起
こ
し
、匂
い
を
感
じ
な
く
さ
せ
て

い
る
の
で
す
。ま
た
、鼻
の
粘
膜
が
む
く
ん

で
ポ
リ
ー
プ
が
た
く
さ
ん
で
き
る
こ
と
に

よ
り
、鼻
づ
ま
り
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。さ
ら
に
喘
息
を
一
緒
に
起
こ
し
や
す
い

と
い
わ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
の
症
状
に
よ
り

患
者
の
生
活
の
質
は
大
変
悪
く
な
り
ま
す
。

　
診
察
の
結
果
で
好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎
が

疑
わ
れ
た
ら
、ま
ず
は
炎
症
を
抑
え
る
飲
み

薬
や
点
鼻
薬
か
ら
始
め
て
み
て
、あ
ま
り
よ

く
な
ら
な
い
場
合
は
次
の
一
手
と
し
て
内

視
鏡
を
使
っ
た
鼻
の
手
術
が
行
わ
れ
ま
す
。

手
術
を
し
て
す
っ
き
り
よ
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、非
常
に
再
発
し
や
す
い
病
気

な
の
で
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。手
術
の
後
も

再
発
さ
せ
な
い
よ
う
に
、薬
で
う
ま
く
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。近

頃
は
自
己
注
射
薬
の
使
用
が
国
か
ら
認
可

さ
れ
、よ
い
状
態
を
保
て
る
患
者
も
増
え
て

き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
伴
い
、

嗅
覚
障
害
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。匂
い
を

感
じ
な
く
な
っ
て
も
直
接
命
に
か
か
わ
る

こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、匂
い
の
な
い
生
活

は
味
気
な
い
も
の
で
す
。も
し
思
い
当
た
る

症
状
が
あ
れ
ば
、一
度
お
近
く
の
耳
鼻
咽
喉

科
を
受
診
し
、相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

企
画
　
一
般
財
団
法
人
　
里
仁
会

みなさんみなさん
のの
健康健康

て
と

〜
つ
な
が
る
ひ
ろ
が
る
支
援
の「
輪
」
〜

自
立
支
援
医
療（
更
生
医
療
）制
度

に
つ
い
て　

　
自
立
支
援
医
療（
更
生
医
療
）は
、身
体
の

機
能
障
が
い
を
軽
減
ま
た
は
改
善
す
る
な

ど
、確
実
な
治
療
効
果
が
期
待
で
き
る
手
術

な
ど
の
医
療
費
に
つ
い
て
自
己
負
担
額
を

軽
減
す
る
公
的
負
担
医
療
制
度
で
す
。

対�

象　

18
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
所
持
し
、か
つ
、手
術
な
ど
の
治
療

に
よ
り
確
実
に
身
体
機
能
の
改
善
、維

持
等
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
人

※
身
体
障
害
者
手
帳
は
同
時
申
請
可

対
象
と
な
る
医
療
の
例

	・�

腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
腎
移
植
術
や

人
工
透
析
療
法

	・
肝
機
能
障
害
に
よ
る
肝
臓
移
植
術

	・�

心
臓
機
能
障
害
に
よ
る
弁
形
成
術

※�

県
の
指
定
医
療
機
関
で
受
け
る
医
療

で
あ
る
こ
と
、ま
た
、治
療
を
受
け
る

前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

➡
問
合
せ　
福
祉
課☎

２
７
４
―
８
５
４
４

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ
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充
実
ふ
く
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 主役はキミたちだ‼　～市内公立小中学校・保育園～9月～10月

マークがついている記事はそのアイコンのマークがついている記事はそのアイコンの
ＳＮＳでも紹介しています。ぜひご覧ください。ＳＮＳでも紹介しています。ぜひご覧ください。

　爽やかな秋晴れの中、今年も市内公立小中
学校と公立保育園で学園祭や運動会が開催
され、さまざまな競技や演技が披露されまし
た。子どもたちはがんばった練習の成果を発
揮しようと、仲間とともに一生懸命取り組ん
でいました。元気いっぱいの笑顔で溢れた秋
の祭典をお届けします。

田富中田富中

田富第一保育園

田富北小 田富南小田富北小

玉穂中田富第一保育園 玉穂中

豊富保育園

田富南小

豊富保育園

各ＳＮＳの閲覧はこちらから各ＳＮＳの閲覧はこちらから インスタグラムインスタグラム フェイスブックフェイスブック



広報ちゅうおう　20
令和３年（2021）11月号　№ 189

マークがついている記事はそのアイコンのマークがついている記事はそのアイコンの
ＳＮＳでも紹介しています。ぜひご覧ください。ＳＮＳでも紹介しています。ぜひご覧ください。

リラックスしながらヨガを行いました

認知症について学ぶことができました

講師の指示に従いながら、身体を動かしました

認知症の人の思いを知ることができました

　健康づくりへの一歩を
踏み出すことを目的に、生
涯教育講座「ヨガ教室」が
開催されました。
　参加者は正しい呼吸法
や 姿 勢 を 意 識 し な が ら
ゆったりとポーズをとり、
無理なくヨガ体験を楽し
んでいました。

　「認知症地域公開講座in中央市」が開催されま
した。講座では、東京都八王子市にあるデイサー
ビスとオンラインでリモートを繋ぎ、認知症を
患っている人が参加者に、病気とともに歩む
日々についてのさまざまな思いを伝えました。
　また、講師の久保田好正氏（株式会社斬新社）
から、中央市で最後まで自分らしく生きる実践
のヒントについての講義が行われ、参加者は認
知症への理解を深めていました。

ヨガで健康づくり　　～田富総合会館～

認知症を正しく理解するために　　～玉穂生涯学習館～

9/17（金）

9/29（水）

交通ルールを守ってね！　　～市内各所～

気分は与一！　　～豊富中央公民館～

田富中学校の生徒から交通安全メッセージをもらいました

手づくり甲冑の武士団誕生！

通学路などで、呼びかけを行いました

親子で協力して完成させました

　秋の全国交通安全運動の一
環として、交通安全を呼びかけ
るのぼり旗が市内各所に設置
されました。
　また、朝の通勤時間帯に南甲
府交通安全協会の人たちが交
差点などに立ち、啓発のプラ
カードを持ってドライバーに
安全運転を呼びかけました。

 浅利与一没後800年記念事業として「わんぱ
くダンボール甲

かっちゅう
冑つくり」が開催され、６組

13人の親子が参加しました。
　カブトとヨロイをダンボールでつくり、色
まで塗るという大変な作業でしたが、親子で協
力して全員が完成させることができました。最
後には、甲冑を身に着けたかっこいい武将が誕
生しました。希望者は、11月７日（日）開催の

「わんぱく与一まつり」で行進する予定です。

9/21（火）

10/2（土）
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講座修了の証のオレンジリング 劇などを通して、認知症について正しい知識を学びました

　認知症に関する理解を深め、認
知症の人たちの応援者になっても
らうことを目的に「認知症キッズ
サポーター養成講座」が開催され
ました。劇やクイズなどで理解を
深めた児童からは「近所に認知症
の人がいたら、教わったことを思
い出して助けてあげたい」などの
感想を聞くことができました。

  おかえり、美宇ちゃん！　　～中央市役所～

 認知症って知ってる？　　～三村小学校～

10/14（木）

10/5（火）

与一の館の場所が決定⁉　　～豊富郷土資料館～

参加者の投票で浅利与一の館の場所を決めました 資料を使ってプレゼンを行いました

　浅利与一の館はどこにあったのかを探
るパネルディスカッションが開催され、市
内外から25人の参加者が集まりました。
　参加者は５人のパネラーの説をじっく
り聞き、最終的に一番納得した説に1票を
投じました。見事浅利氏館所在地に選ばれ
たのは、定説の「浅利七蔵」ではなく、「大
鳥居大福寺周辺」でした。
　真実は与一のみぞ知る…です。

10/9（土）

　中央市出身で、東京2020オリンピック卓球
女子団体において銀メダルを獲得した平野美
宇選手（日本生命）が田中市長を表敬訪問し、結
果報告を行いました。
　平野選手は、激闘の末に獲得したメダルを市
長に披露し、試合の様子や３年後に開催される
パリオリンピックに向けての意気込みなどを
語ってくれました。

とまチュウも駆けつけました♪

平野選手の来訪を歓迎！

世界で活躍する平野選手をみんなでお出迎え！

応援グッズにサインをいただきました

試合のときの心境などを話してくれました

中央市産の野菜や果物を贈りました

各ＳＮＳの閲覧はこちらから各ＳＮＳの閲覧はこちらから インスタグラムインスタグラム フェイスブックフェイスブック
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